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A survey questionnaire on smells in daily life was conducted, covering general concepts, preferences, feelings 
and use of it. The number of subjects who responded to the questionnaire totaled 430, of which 62％ were con-
cerned with smells in their daily lives. Among these subjects, the number of respondents concerned with the smell 
of human life and body odor ranked the largest. When they were “experiencing environmental changes”, “contact 
with others” and “in a mentally or physically exhausted condition”, they tended to be nervous about scents. 80％ 
of the preferred smells were ascribable to “specific absolute, tangible events things or familiar environmental situa-
tions”. The results showed the general trend that, although the subjects liked natural smells such as plants, they dis-
liked scents concerning human life. The participants were divided into like and dislike groups relating to some 
smells but not for others. We also observed that a favorite smell aroused positive feelings and least favorite scents 
caused negative feelings. Approximately 40％ of the subjects involved were using or exposing themselves to their 
favorite smells on a daily basis.
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は じ め に

アロマセラピーは，植物資源から抽出された精油
に含まれる芳香物質を身体，精神生理，あるいは感
情に影響・変化を与えるために用いることである
(J. Kusmirek, 1996)。この作用を利用して，日常生活
では美容や癒し，疲労回復などを目的に，医療現場
では疾病の予防や治療，嘔気・嘔吐や疼痛などの症
状緩和，さらに癒しや不安の軽減などを目的に活用
されている。

香りの臨床での活用事例や科学的根拠となりうる
実験研究など多くの研究が行われているが，その結
果に統一見解は得られにくい。その原因は，アロマ
セラピーの効果には多くの要因が複雑に関与してい
るからである。アロマセラピーの影響要因は，芳香
成分の薬理作用以外に，個人的要因，環境要因，香
りの呈示条件などが挙げられる。個人的要因には，
性別，年齢，性格，香りの嗜好（その香りに対する
経験，過去の記憶），香りに対するイメージや期待，
香りに対する認知度（知識），香りを嗅ぐときの最
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初の気分，身体的条件（無嗅覚症や嗅覚障害など）
と空間の広さなどの環境要因がある。香りの呈示条
件は，香りの濃度，呈示する順序，組み合せ，香り
に関する情報提示の有無などがある。これらの影響
要因のうち薬理作用や環境要因，香りの提示条件は
ある程度統制することが可能であるが，個人的要
因，特に香りに対する嗜好や香りによって湧きあが
る感情は経験によるところが大きいため，香りの種
類による一般化は困難であり，統制は難しい。
アロマセラピーを用いる場合，①精油の薬理作用

（作用・毒性など），②個人的側面（属性，嗜好，身
体条件，精神状態など），③環境的側面，④呈示条
件（方法・濃度など），⑤その他（費用など）など
を考慮するが，香りの選定が最も難しい。香りの選
定では，対象の症状や状態を観察し，その対象に適
合する作用を持つ精油を選択することと，香りの嗜
好を考慮することも大切であるといわれている（綾
部，2001）（大野・原・佐々木・長友・町田，2002）。
「香りの効果および効果感は，香りの嗜好が良いと
きに強くなる」という報告がいくつもあることから
も裏づけられる（柳生・斉藤，1993；友延・荻野・
綿貫・横山・船田，2000）。しかし，香りの選定時
に，数千種類もある香りの中からさまざまな条件を
満たし，かつ，香りの嗜好までを考慮した選定を行
うことは容易なことではない。吉田 (1994)によれ

ば，香りの嗜好や香りによって喚起される感情は，
対象の生活した風土，社会，文化によっても異なる
ことから，日本人の香りに対する基本情報を得るこ
とで，ある程度香りの選定を容易にすることができ
ると考えた。しかし，その基本情報となる日常生活
での香りへの意識や使用頻度，嗜好の高い香りの種

類やその香りのもつ感覚・イメージなどについて明
らかにされた調査は少ない。そこで，香りに対する
人々の一般的意識や嗜好，香りの種類別に湧き上が
る感情，香りの利用状況を調査することにした。
香りは，通常よいにおいを表すが，本論では「よ
いにおい」と「よくないにおい」を総称して，「香
り」とした。また，不快な感情を伴うにおいは理解
しやすいよう「臭い」とした。

研 究 方 法

対象
調査対象者は，協力依頼に同意の得られたセミ
ナーや種々の研修会などへの参加者 430名である。
調査方法
調査方法は，参加者にアンケート調査用紙を直接
配布し，出口に回収ボックスを用意した。
調査内容 (Table 1)

調査項目は，性別，年代，日常生活上の香りの意
識，好きな香りと嫌いな香りの種類と香りを嗅いで
湧きあがる感情（多面的感情状態尺度），癒しや疲
労回復法としての香りの利用の有無，香水使用の有
無に関する質問の 9項目である。回答は選択形式，
一部自由記述で行った。多面的感情状態尺度（寺
崎・岸本・古賀，1992）は Table 1に示すように 3

つの感情に分類した。
分析方法
分析は，質問項目ごとに基本統計量を求め，年代
間の比較はχ2検定を行った。統計解析ソフトは，
SPSS for Windows 16.0Jを用い，統計的有意水準は P

＜0.05とした。

Table1　感情の種類
〔多面的感情状態尺度（寺崎他）の尺度・尺度項目一覧表〕

感情状態 尺度 尺度項目

肯定的感情 活動的快 気持ちよい 陽気な さわやかな
非活動的快 のんびり やわらいだ 平静
親和 素敵な 好きな うっとりした

中性的感情 集中 思慮深い 真剣な 緊張した
驚愕 驚いた 動揺した ぞくぞくした

否定的感情 抑うつ・不安 不安な 物悲しい 沈んだ
倦怠 つまらない 疲れた 無関心な
敵意 むっとした 気分を害した むしゃくしゃした
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倫理的配慮
産業医科大学の倫理委員会で承認を得たうえで，

対象者には口頭および文書で研究の目的・方法を説
明し，アンケート回答を持って同意とみなした。

結　　　果

対象
対象者は，430名であり，年代別は，10歳代 71

名（16.5％），20歳 代 144名（33.5％），30歳 代 105

名（24.4％），40歳代 81名（18.8％），50歳代 20名
（4.7％），60歳代 5名（1.2％），未記入 3名（0.7％）
であった。性別は，男性 48名（11.2％），女性 382

名（88.8％）であった。
日常生活での香りに対する意識
家庭・職場などにおいて香りが気になるかどうか
の結果は，“非常に気になる”が 49名（11.4％），
“気になる”が 219名（50.9％），“あまり気になら
ない”が 134名（31.2％），“全く気にならない”が
10名（2.3％），未回答が 18名（4.2％）であり，“非
常に気になる”と“気になる”をあわせると 62.3％
が香りを意識していた。
気になる香りの主な種類は，排泄物や生ごみ，料
理・食事時，洗濯物など生活によって生じる「生活
臭」が 25％，汗，口臭，腋臭などの「体臭」が
19.4％，「香水」が 17.9％，「煙草」が 16.4％，「悪
臭・臭い・嫌い・不快などの香り」が 14.9％であっ
た。また，香りが気になるときは，屋外に出たとき
や帰宅したとき，部屋に入ったときなど「環境が変
化したとき」が 7.5％で最も多く，次に自分の臭い
が他人に不快になっていないかなど「人と接触する
とき」が 6.7％で多かった。そのほか，“疲労時”
4.1％，“体調不良時”3.0％，“いらいらしていると
き”2.2％，“気分不良時”1.5％など，「身体状況が
良好でないとき」に香りが気になる傾向が示され
た。
好きな香りと嫌いな香りの種類と内容 （Table 2･3･4）
好きな香りの回答数は 780で 117種類，嫌いな香
りの回答数は 546で 121種類であった。好きな香
り，嫌いな香りの内容をカテゴリーに分類した結
果，「環境（自然環境・生活環境）」，「動物系」，「植
物系（果実・花と葉・樹木）」，「生活関連（加工食
品・生活用品・生活臭）」，「体臭」，「感情・感覚表
現」，「そのほか」の 7つに分けられた。その結果を

Table 2 日常生活上の好きな香り・嫌いな香り
のカテゴリー分類結果（％）

カテゴリー サブカテゴリー 好き 嫌い

植物系 67.6 23.3
果実 42.9 6.0
花と葉 21.4 13.3
樹木 3.3 4.0

感情・感覚 14.9 25.6

生活関連 13.7 36.7
加工食品 5.6 1.5
生活用品 8.1 28.2
生活臭 0.0 7.0

環境 1.7 5.1
自然環境 1.7 0.7
生活環境 0.0 4.4

動物系 0.5 2.9

体臭 0.0 5.3

そのほか 1.7 1.1

自由回答，複数回答可 (N＝430)

Table 3　好きな香りの種類と順位（上位 10位）
（回答数 780, 117種類）

種類 数 ％

1 レモン 92 21.40
2 甘い 62 14.42
3 柑橘系 58 13.49
4 バラ 45 10.47
5 ラベンダー 42 9.77
6 オレンジ 39 9.07
7 バニラ 39 9.07
8 石けん 27 6.28
9 さわやか 23 5.35

10 フローラル系 20 4.65

自由回答，複数回答可 (N＝430)

Table 4　嫌いな香りの種類と順位（上位 10位）
（回答数 546, 121種類）

種類 数 ％

1 タバコ 60 13.95
2 甘い 38 8.84
3 強い／きつい香り 30 6.98
4 香水 23 5.35
5 芳香剤 18 4.19
6 バラ 18 4.19
7 ラベンダー 18 4.19
8 甘すぎる 13 3.02
9 汗 12 2.79

10 強い香水 12 2.79

自由回答，複数回答可 (N＝430)
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Table 2に示した。
好きな香りの内容は植物に関するものが 67.6％で
最も多く，その内訳はレモンやオレンジなどの果実
やバラ・ラベンダーなどの花・葉に関するものが多
かった。嫌いな香りは生活に関連するものが 36.7％
で最も多く，その内訳はタバコや香水など嗜好性の
ある生活用品，生ごみなどの生活臭，また，汗など
の体臭に関するものが 5.3％で多かった。このよう
に，生活環境，生活臭，体臭は嫌いな香りという結
果であった。
好きな香りと嫌いな香りの上位 10位までの種類
を Table 3と Table 4に示した。好きな香りは，レモ
ン，甘い香り，柑橘系，バラ，ラベンダー，オレン
ジ，バニラ，石けん，さわやか，フローラル系の順
の回答であった。嫌いな香りは，タバコ，甘い香
り，強い／きつい香り，香水，芳香剤，バラ，ラベ
ンダー，甘すぎる，汗，強い香水の順に回答が多
かった。甘い香り，バラ，ラベンダーは好きな香り
でも嫌いな香りでも回答され，好みが分かれてい
た。嫌いな香りには，強い芳香剤の香り，きつい香
水の香りなど，「強い・きつい・～すぎる」などの
程度を示す回答が多かった。
香りの表現は，「具体的な事物＋のような」で示
されたものが 80.7％で，感覚的表現・感情的表現が
19.3％であった。
香りの種類と湧きあがる感情 (Figure 1)

好きな香りと嫌いな香りを嗅いだときに湧きあが

る感情状態（活動的快，非活動的快，親和，集中，
驚愕，抑うつ・不安，倦怠，敵意）の結果を Figure 

1に示した。好きな香りを嗅いだときは，活動的快，
非活動的快，親和の感情を感じ，嫌いな香りを嗅い
だときは敵意の感情を感じていた。これらをさらに
肯定的感情（活動的快，非活動的快，親和），中性
的感情（集中，驚愕），否定的感情（抑うつ・不安，
倦怠，敵意）との関連を検討すると，好きな香りを
嗅いだときは肯定的な感情が生じ，嫌いな香りを嗅
いだときは否定的な感情が生じることが示された。
日常生活における香りの利用状況
アロマセラピーの経験 (Table 5)

日常生活における癒しのためのアロマセラピーの
経験の有無と方法および効果を Table 5に示した。ア
ロマセラピーを経験した者は 154名（35.8％）であっ
た。 性 別 は， 男 性 11名（22.9％）， 女 性 143名
（37.4％）であり，年代別では，30歳代（47.6％），

20歳代（43.1％），40歳代（32.5％），10歳代（16.9％）
の順に多かった。アロマセラピーの方法は，香りに
よるものが 122名（79.2％）で最も多く，次いで
マッサージ 45名（29.2％），ハーブティなどのお茶
39名（25.3％），入浴 21名（13.6％），そのほか，睡
眠時に枕の下に入れるなど 2名（1.3％）であった。
疲労回復法としての利用 (Figure 2)

疲労回復法別の利用率を Figure 2に示した。「睡
眠をとる」の回答が 87.0％で最も多く，次いで「入
浴する」45.1％，「食べる」38.8％，「音楽を聴く」

Figure 1　芳香時に湧きあがる感情別誘発率
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28.8％，「何もしない」13.0％，「香りを楽しむ」
10.9％の順に多かった。疲労回復法として香りの利
用率は最も低かった。また，香りの利用率の年代別

の有意差は示されなかった。
香水の使用
香水使用者は 38.6％，未使用者は 55.8％であっ
た。年代別では，30歳代は 44.8％，20歳代は
48.6％であり，ほかの年代に比較して有意に使用率
が高かった（p＜0.01）。ところで，嫌いな香りのな
かで 35名が「香水または強い香水の香りが嫌い」
と回答していたが，このなかの 6名（17.1％）は香
水を使用していた。しかし，いずれも強い香水の香
りが嫌いと回答しており，香水というよりは香水の
香りの強さを問題としており，香りの強さが嗜好の
判断基準であることが示された。

考　　　察

日常生活で香りに対する意識
毎日，何気なく過ごしている日常生活のなかには
さまざまな香りがあり，62.3％の者が香りを意識し
ていた。その内容は，排泄物や生ゴミ，食事，洗濯
物など生活によって生じる「生活臭」が最も多く，
次いで汗・口臭・腋臭などの「体臭」であり，否定
的な感情を誘発するものであった。
香りの気になるときは，部屋に入ったときなど

「環境が変化したとき」が最も多く，次いで「人と
接触するとき」が多かった。自分のにおいが他人に
不快になっていないかという気遣いによると考えら
れる。また，疲労時・体調不良時・イライラしてい
るときなどの「身体状況・精神状況が良好でないと
き」に，香りがより気になる傾向が示された。
医療施設では，便・尿・吐物・排出液などの排泄
物の臭いや，汗や疾病による口臭などの体臭は発生
頻度が高く，一般の日常生活以上に多く臭いが発生
する。また，入院患者は身体及び精神状態の障害を
伴う場合が多く，入浴などの清潔行動も制限される
ため，体臭が発生しやすく，自分の体臭が周囲の人
に不快になっていないかなどの心理的負担感が強
い。このように日常生活で気になる香りが医療現場
では多く発生し，その強さも増すことから，このよ
うな不快臭をいかに取り除き，快適な環境を作るか
が重要な課題と考える。
香りの嗜好と湧きあがる感情
香りの表現について
香りの感覚を定性的に表現する言葉には特異的な
ものはなく，「甘い」「冷たい」「グリーンな」など

Table 5　アロマセラピー経験の結果

人数 ％

総経験者数 154 35.8
男 11 22.9
女 143 37.4

年齢別・性別

10歳代 12 16.9
男 0 0.0
女 12 18.2

20歳代 62 43.1
男 5 38.5
女 57 43.5

30歳代 50 47.6
男 2 22.2
女 48 50.0

40歳代 26 32.5
男 2 20.0
女 24 34.3

50歳代 1 5.0
男 0 0.0
女 1 8.3

60歳代 1 20.0
男 0 0.0
女 1 25.0

未回答
男 2 100.0
女 0 0.0

方法別

香り 122 79.2
マッサージ 45 29.2
お茶 39 25.3
入浴剤 21 13.6
そのほか 2 1.3

効果別 有 138 89.6
なし 16 10.4

Figure 2　日常生活上の疲労回復法別利用率
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の本来はほかの感覚モダリティを表現する言葉であ
り，「花のような」「草のような」などの「具体的な
事物＋のような」で表現される言葉が大半である。
においの質についても，「落ち着いた」「ワクワクす
る」などといった感情表現が用いられることがある
（岡崎，2002）。本調査においても，岡崎 (2002)の

報告と同様に「具体的な事物＋のような」で表現さ
れる内容が 80.7％を占め，そのほか，“甘い（味覚）”
“柔らかい（触覚）”などの「感覚的表現」，“落ち着
いた”“さわやか”などといった「感情表現」など，
さまざまな表現が示された。
人の香りに対する感情やイメージは経験を通して
形成される。つまり，経験による違いが異なった連
想を導き，その結果個々人に異なる感情が湧きあが
るため香りの表現には個人差が大きくなる。
ところで，「具体的な事物」の場合，香りに対し

て表現された言葉からイメージされる物質の一般的
特性の影響を受けて快・不快感の判断がされるとい
われている。例えば「レモン」という言葉を使った
場合，「レモン」の言葉からイメージされる“さわ
やか”“甘酸っぱい”などの一般的特性の影響を受
けて快・不快感の判断が行われるが，このようにイ
メージされる物質の一般的特性を理解したうえで香
りを使用すると，対象の好みに合わせた援助が実施
できると考える。また，感覚的表現の場合，その表
現には“甘い”“柔らかい”などの感覚的表現は，
その香りに対する感情的・情緒的評価を反映してい
るといわれるように，香りを表現した場合その表現
には感情が反映されているので，表現された言葉か
ら個人の持つ感情を推察することは可能である。香
りが日常生活に密接に関与し，人の感覚を介するが
ゆえに多くの人に共通して知覚される香りの定性的
な表現を得ることは非常に難しいが，香りを表現す
る言葉から感情を推察することで対象の好みを推し
量ることができると考える。つまり，肯定的な感覚
表現からその香りに対する好みを推察することで，
対象が好む香りを提供することが可能となり，これ
が看護援助につながると考える。
好きな香りと嫌いな香りの種類と特性
好きな香りは 117種類，嫌いな香りは 121種類が
結果に示されたが，香りの好みつまり嗜好について
特徴があるかを検討した。内容をカテゴリー分類し
た結果，環境（自然環境・生活環境），動物系，植

物系（果実・花と葉，樹木），生活関連（加工食
品・生活用品・生活臭），体臭，感情・感覚的表現，
そのほか，の 7つに分類することができた。好きな
香りは，植物に関するものが 67.6％で最も多く，嫌
いな香りは生活に関連するものが 36.7％で最も多
かった。一方，植物や自然環境などの自然に関する
カテゴリーは好まれていた。自然に関するもので
も，生活環境や生活することによって生じる生活臭
などの生活に直接関連する香りは好まれないことが
わかった。
河合 (2001)の嗜好調査結果の好きな香りと嫌い
な香りの具体的内容については，柑橘系，フローラ
ル系，ウッド系の香りという順に嗜好が高いと示さ
れた。本調査では，好きな香りは，レモン，甘い香
り，柑橘系，バラ，ラベンダー，オレンジ，バニ
ラ，石けん，さわやか，フローラル系の順に多く，
嫌いな香りは，タバコ，甘い香り，強い／きつい香
り，香水，芳香剤，バラ，ラベンダー，甘すぎる，
汗，強い香水の順に多かった。好きな香りは河合
(2001)と同様に柑橘系の香りが上位を占めていたこ
と，香りの種類によって嗜好が分かれるものと分か
れないものがあること，嫌いな香りには，強い芳香
剤の香り，きつい香水の香りなど，「強い・きつ
い・～すぎる」など程度を示した回答が多くあり，
同じ香りでもその程度が一定水準を越えると嫌いに
感じることなどが特徴的な結果として示された。
香りの濃度と嗜好の関係について，香りの濃度が
高まると香りは好まれなくなることが指摘されてお
り，精神物理学の実験では，中性ないし不快な香り
では，強さと質とは負の関係をもつと示されてい
た。これに対し，オイゲノールやエチルブチレート
のような香りは，かなり高濃度でもまだ快適であ
る。さらに高濃度にすると，はじめて不快に転ずる
という報告がある（大野他，2002）。香りの濃度に
よる心理的な影響については，ラベンダーの香りで
は，弱い芳香条件では安静化方向の心理的変化がみ
られたが，強い芳香条件では逆方向の心理的変化が
みられ，濃度により異なる心理的反応が表れること
が報告されている（佐伯，2002）。本調査結果でも，
好き嫌いが分かれた香りは，“バラの強い香り”“甘
すぎる香り”などであり，香りの程度により反応が
異なる香りであった。好き嫌いが分かれる香りは，
濃度により心理的影響に個人差のある香りであり，
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嗜好が分かれない香りは個人差の少ない香りであっ
た。嗜好の個人差については，香水使用者にも“強
い香水の香りが嫌い”という回答があり，香水その
ものより香水の香りの強さを嫌いと答えた結果であ
ると考える。
このように香りの濃度は嗜好の判断基準に大きく
影響することが示された。一方，香りの濃度によっ
て感じ方に影響を受けるが，それはすべての香りで
はないことも示された。このことは，グレープフ
ルーツの香りは，香りの強さにかかわらず一貫して
安静化方向の心理的変化がみられたという報告にも
ある（河合，2001）。
以上，好まれる香りと好まれない香りの種類，香
りの嗜好と濃度について述べてきた。本研究によっ
て，一般的に好まれる香り，嫌われる香りの種類
や，香りの濃度が嗜好に影響することが示された
が，香りの嗜好は個人差が顕著である。大多数の人
にとっては快適な香りでも特定の人にとっては不快
であり，また，その逆もある。ゆえに，香りを選定
する際に，最終的には，対象となる個人の嗜好を確
認することが最も重要であることを忘れてはならな
い。
香りによって湧きあがる感情
香りを嗅いだときに生じる感情について，好きな
香りを嗅いだときは活動的快，非活動的快，親和な
どの肯定的な感情が生じ，嫌いな香りを嗅いだとき
は，敵意の感情，つまり否定的な感情が生じること
が示された。これは日常的な体験からも理解できる
が，人々が好きな香りは快適感をもたらすことが実
験報告されている。香りは嗜好しだいで肯定的な感
情も否定的な感情も誘発することができる。このよ
うに好きな香りを用いると肯定的な感情を誘発さ
せ，その感情をもたらすことで二次的にリラックス
させることができる。香りが癒しに効果的である理
由もそこにある。したがって，香りを看護における
療法として用いる場合，対象の嗜好を把握すること
は非常に重要である。しかし，ラベンダーは嗜好に
かかわらず覚醒水準だけでなく，高次な精神活動を
必要とする緊張状態にも抑制方向の作用を及ぼすと
いう報告があるが，香りの効果はその香りのもつ作
用特性も大きく影響するので，香りの選択において
香りの作用特性を検討することは重要である。

日常生活における香りの利用状況
日常生活において癒しや疲労回復のために香りを

使用する状況は，癒しのためにアロマセラピーを経
験している者は約 35％であった。3人に 1人以上が
経験しているということ，および，男性は約 25％，
女性は約 40％で 20歳代～40歳代に多く経験してい
ることから性差に関係なくアロマセラピーが日常的
に利用されていると考える。また，アロマセラピー
の利用方法では，香り（嗅覚からの刺激）が約
80％と最も多く，そのほかの方法としてマッサージ
は約 30％，ハーブティなどお茶として楽しむは約
25％，入浴時に入浴剤として利用するは約 15％と
幅広く利用されていることがわかった。アロマセラ
ピーの癒し効果は，約 90％の者は「落ち着いた」
「心地よかった」など効果を実感していた。これは
アロマセラピーを看護の療法として取り入れた場合
の効果の高さを予測させるものである。しかし
10％の者が「香りが好きでなかった」「頭痛がした」
など効果が得られなかったと答えており，これは薬
理成分の効果を期待してアロマセラピーを実施して
も，対象の嗜好が合わなければ効果が期待できない
ことを示している。
疲労回復のために香りを利用している者は約

10％とほかの疲労回復法と比較して少なかった。疲
労回復方法は，年齢に関係なく睡眠が最も多く取り
入れられ，次いで入浴，食べる，音楽を聴くの順に
多く，香りを楽しむ者は少ないことがわかった。睡
眠や入浴，食べることは，日常生活で欠かせないも
のであり，最も身近なものである。これに対して香
りは精油やお香などを購入するなど準備が必要とな
るため，ほかのものに比較して利用頻度が少なかっ
たと考える。
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